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足羽川の現況流下能力
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流下能力（現況：m3/s）

計画高水流量（m3/s）

現在は１０年に１回程度
発生する洪水しか安全に
流せない。

1,800m3/s

1,300m3/sup

日野川合流点～天神橋付近の流下能力図

九十九橋 木田橋

天神橋

激特事業が完了すると３０
年に１回程度発生する洪水
を安全に流すことができる。

掘 削

河川区域

激特事業で
掘削を実施

3.6k地点
（幸橋付近）

▽ H.W.L.
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九頭竜川水系河川整備基本方針
※基本方針は平成１８年２月に策定

■中角

■天神橋

■深谷

●布施田

●三尾野

日

本

海

← 9,200 ← 九頭竜川

↑

(5,400)
4,800

↑

3,300
日野川

← 足羽川
(2,600)
1,800

(8,600)
5,500

※（ ）は洪水調節前の流量

九頭竜川計画高水流量図 （単位：m3/s） ３

※１５０年に１度
発生する洪水に相当

基本高水の 洪水調節 河道への

河川名 基準地点 ピーク流量 施設による 配分流量

(m3/s) 調節流量 (m3/s)

(m3/s)

九頭竜川 中角 8,600 3,100 5,500

日野川 深谷 5,400 600 4,800

足羽川 天神橋 2,600 800 1,800

基本高水のピーク流量等一覧表

※



治水対策の検討
引堤（案）

川沿いに市街地が近接しており、多
くの家屋移転が伴う

河床掘削（案）

激特事業からさらに深く掘り下げる必要が
あり、安定な川底が保てない。また、掘削し
た残土が多くその処理や塩水遡上による
影響がある遊水地（案）

まとまった平地が必要。地権者を
はじめ地域住民の合意形成に長期
の時間が必要

ダム案と比較すると、これら
３案はコスト・事業期間が多
大なうえ、社会的影響が大
きいため実施は困難
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治水対策の検討
• 天神橋地点の基本高水のピーク流量2,600m３/sに対し、足羽川ダムで800m３/s
調節し、残り1,800m３/sを安全に流せる河道を整備

• 足羽川ダムは、足羽川上流の部子川（池田町）で整備を計画

４カ所分水施設

約5m～15m導水トンネル トンネル径

約11km導水トンネル 延べ延長

４本導水トンネル本数

約96mダム高

約28,700,000m3総貯水容量

約105km2集水面積

分水施設
分水施設

分水施設
分水施設
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当初の段階整備の考え方
約８０年に１回程度発生する戦後最大の洪水（福井豪雨：天神橋地点で
2,400m３/s）への対応を目標に、足羽川ダム本体と水海川から部子川まで
の導水路を段階的に整備

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川

１カ所分水施設

約15m導水トンネル トンネル径

約4.5km導水トンネル 延べ延長

１本導水トンネル本数

約96mダム高

約28,700,000m3総貯水容量

約55km2集水面積

６



足羽川ダムの段階整備による事業費増大

・工事の手戻り

堤体基礎処理工事

・カーテングラウトの再打設

継ぎ目部の処理工事

継ぎ目のはつり工事

附帯施設整備工事

・導流壁の一部撤去・追加設置

・副堤の撤去・再設置

整備計画対応規模

基本方針対応規模
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足羽川ダムの段階整備による事業費増大

コンクリートプラント

・コンクリートプラント等の施設の再設置
原石山

コンクリートプラント
（先行整備分）（貯水池内）

ダム本体
（先行整備分）

ダム本体
（将来整備分）

コンクリートプラント
（将来整備分）（貯水池外）

貯水池
（先行整備分）

先行整備の資材運搬経路

将来整備の資材運搬経路

将来整備の際、先行整
備のプラント箇所は貯
水池内であるため設置
は不可。

新たに将来整備用プラ
ントの施設とその用地
買収が必要となる。ま
た資材の運搬距離も伸
び事業費が増大する。
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足羽川ダムの段階整備による社会的影響

水没地域の分断
により、社会的
な影響等が生じ
る

集落

用地買収を行う範囲

整備計画対応
規模のダム本体

基本方針対応
規模のダム本体
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当初の段階整備の考え方
当面の目標の施設規模は以
下の点より将来形で建設する。

手戻り工事による建設費の増大
を抑える。

社会環境、自然環境に対する影
響を抑える。

目標 施設整備イメージ

当
面
の
目
標

（
福
井
豪
雨
対
応
）

将
来
の
目
標

（
一
五
〇
年
に
一
回
の
洪
水
）

（ ２００～３００億円 ）

工事内容
河川整備
計画期間

次期河川整備
計画期間以降

ダム本体

部子川～水海川

水海川～足羽川

足羽川～割谷川

割谷川～赤谷川

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

↑↑↑

←

部
子
川

水
海
川

↑
H=96m

H=96m
Φ

=15m

Φ
=15m
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段階整備の再検討について段階整備の再検討について

１１



・危機管理

・洪水調節機能の確保 等

の観点から再度検討を実施

当初の段階整備の再検討

前提条件

・手戻り工事による建設費の増大を抑える。

・社会環境、自然環境に対する影響を抑える。

ダム本体：コンクリート製造施設等の重複投資の額の
大きさと水没地域の分断による社会的影響
が無視できない。

ダム本体は最終形(H=96m,基本方針対応)で整備
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D13m D7.5m D5m

D10m

足羽川ダム
貯水池

部子川 水海川 足羽川 割谷川 赤谷川

危機管理（リスクの分散）・洪水調節機能の確保
部子川

D15m D13m D7.5m D5m

水海川 足羽川 割谷川 赤谷川

洪水被害発生！
（大規模）

足羽川ダム
貯水池

土砂・流木等により閉塞土砂・流木等により閉塞

２条案の場合、どちらかの導水トンネルが導水不
能になった場合でも、既往最大規模の洪水（福井
豪雨規模）を処理することが可能。

導水路整備の再検討

１３



導水路整備のまとめ

全体事業費はやや高くなるが、
危機管理上リスクを分散できる ２条案を採用

※当面の事業費も抑制可能 １４

当初案 再検討案

整備

イメージ

全体

事業費

１，１２０億円

（１，４００億円）

９６０億円

（１，４５０億円）

内

ダム分

８００億円

（ ８００億円）

８００億円

（ ８００億円）

内

導水路分

３２０億円

（ ６００億円）

１６０億円

（ ６５０億円）

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

↑↑↑

←H=96m Φ
=15m

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

↑↑

↑

←
H=96m

Φ=10m

※上段：先行整備分
下段：先行整備＋将来整備分



足羽川ダム計画（案）

足羽川ダム

部子川

水海川

足羽川

割谷川

足羽川分水施設

割谷川分水施設

赤谷川

先行整備分 約4.5km
（河川整備計画期間内）

将来整備分 約10km

水海川分水施設

赤谷川分水施設

洪水調節専用

部子川

（福井県今立郡池田町小畑地先）

ダム高 ９６ｍ （全体計画：９６ｍ）

導水河川数 １川導水（水海川・径１０ｍ） （全体計画：４川導水）

約９６０億円 （全体計画：約１，４５０億円）

国７／１０、県３／１０　（河川法に基づく）

※法令による国負担のかさ上げ措置、また、後年度に交付税措置がある

先行整備分：２０年、将来整備分：約１０年事 業 期 間

位 置

目 的

規 模

事 業 費

事業費負担
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